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。
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家
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、
監
督
は
神
田
武
幸
。
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夏休み。町の歴史を調べる宿題に困ったの

び太は、ドラえもんに時間カメラを借りて、

町の昔の出来事を次々
と写していく。ところ

が

642

年前まで写した時、何故か、カメラ

が故障し、しかも、その最後の写真に奇妙な

ものが写っていた。村の道を宝物を車に載せ

て去っていく桃太郎と犬、猿、キジの後姿で

ある。同じ頃、ママが空き地に倒れていた外

人を介抱して家に連れてきた。その外人が先

祖が遺したものだといって見せてくれたのが

これまた桃太郎と犬、猿、キジが何かに驚い

て飛びあがっている写真だった。桃太郎の写

真が二枚ーーということは、桃太郎は伝説上

悶同盟国江戸時代の祖先、初代・市右

エ門より幻世紀まで刷年間に渡って続いて

いるホテル・つづれ屋の跡継ぎ息子。引代

田なのでエモンに引がついている。宇宙一

はやらないおんぼろホテルで悪戦苦闘。宇

宙から来客のモンスターたちは「つぶれ屋」

ともよんでいる。むしろ、ホテル稼業より

も、宇宙パイロットになることを夢みてい

る。この未来都市ではエア・力ーが縦横に

空を飛びかう。学校の授業も、すべて自宅

の立体テレビで受けられる。

温でも平気で生きている。なんでも食べて

エネルギーにする。特技は透視とテレポー

ティションである。自分や他の物体を、一

瞬にほかの場所へ移動することが出来るが、

ただしその範囲は三キロに限られる。知能

も高く、言葉も喋れるが、一昼夜のうちに

ただひとことしか発しない。引エモンを助

け、お客をホテルへテレポートして大活躍。

回園幽阻モンガ

l
は絶対生物である。

発生地はヘッコロダニ星雲タンバ星系ササ

ヤマ星。数万度の高熱でも絶対零度の超低

田園闘幽イモ堀り専門に造られたロボ

ット。引エモンの父加工モンに、ポンコツ

寸前のところを買い取られ、今ではつづれ

屋でボーイ，かわりにつかわれている。田舎

弁まる出し、イモ作りとイモ堀りにしか情

熱をしめさない。*

の人物ではなく本当にいたのだ。そう思った

のび太は、スネ夫、ジャイアン、しずかを誘っ

て、ドラえもんのタイムマシンで

642

年前

に行く。桃太郎に会えば、そのことを夏休み

の宿題にも書けるのだ。ところが、

642

年

前の村に着いた途端、一行は鬼の仲間と間違

えられ、村人たちに追われる羽田になる。桃

ボ

l

卜に乗って逃げるうちに、のび太のポー

トだけがはぐれて、おじいさんとおばあさん

に拾われた。そこで桃太郎と名付けられたの

び太は、心ならずも鬼退治に行かされること

になる。ちょうどその頃、スネ夫、ジャイア

ン、しずかの二人も山狩りの村人たちから逃

がれるため、ドラえもんの変身ビスケットで

犬、猿、キジになっていた。かくて再会した

一行は、村人に追われるまま、海を渡って、

鬼が島に向かうのだった:::。

-スタッフ・

原作::::・藤子不二雄

脚本:::・:城山昇

監督・::::神田武幸

レイアウト::::・富永貞義

作画監督::::・中村英一

美術監督::・::工藤剛一

撮影監督・::::高橋明彦

::小池彰

録音監督::・::大熊昭

音楽:::・:菊池俊輔

監修

ji---

楠部大吉郎

プロデューサー:・別紙社一

:・菅野哲夫

給東宝株式会社

自 己-声の出演・

ドラえもん:::大山のぷ代

のび太:::小原乃梨子

しずか:::野村道子

スネ夫:::肝付兼太

ジャイアン:::たてかベ和也
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